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令和５年度和歌山県総合防災訓練計画 

 目的 

大規模地震などの大規模災害に備え、関係機関と連携した防災訓練を実施し

て、迅速な初動対応と災害対応力強化を図る。 

 

 実施日時・場所 

 日時 

令和５年１１月３日（金）９時００分～４日（土）１２時００分 

 場所 

和歌山市内、海南市内、有田市内、紀ノ川市内、白浜町内 

細部は、各訓練計画参照 

 訓練日程 

「訓練日程表」 

 

 訓練項目 

 緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練 

 災害対策本部運営図上訓練 

 災害医療調整本部訓練 

 移動式給油所開設運営訓練 

 広域搬送拠点臨時医療施設開設運営訓練 

 海上防災訓練 

 要救助者捜索訓練 

 検視・検案訓練 

 衛星可搬局映像伝送訓練 

 

 訓練想定 

和歌山県紀北の根来断層を震源とする大規模地震が発生し、和歌山市において

最大震度６強（マグニチュード６．５） が観測され、和歌山市及び海南市に甚大

な被害が発生した。 

また、同地震の影響により、有田市に所在するＥＮＥＯＳ和歌山製油所におい

て大規模な石油タンク火災及び同敷地内施設からの危険物漏洩事故が発生するほ

か、和歌山市沖で船舶火災が発生し、船舶からの油が海上に流出した。 

 

 参加機関 

各訓練計画参照 

 

 訓練実施要領 

 緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練 
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別冊「令和５年度緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練計画」 

 災害対策本部運営図上訓練 

「災害対策本部運営図上訓練計画」 

 災害医療調整本部訓練 

「災害医療調整本部訓練計画」 

 移動式給油所開設運営訓練 

「移動式給油所開設運営訓練計画」 

 広域搬送拠点臨時医療施設開設運営訓練 

「広域搬送拠点臨時医療施設開設運営訓練計画」 

 海上防災訓練 

「海上防災訓練計画」 

 要救助者捜索訓練 

「要救助者捜索訓練」 

 検視・検案訓練 

「検視訓練計画」 

 衛星可搬局映像伝送訓練 

「衛星可搬局映像伝送訓練」 

 

 訓練統制 

 各訓練 

各訓練計画による。 

 航空機飛行統制 

航空機を使用する「緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練」及び「海上防災

訓練」は、計画段階から安全に訓練を実施できるよう調整するとともに、訓練

当日は、相互に連絡・調整を行う。 

「航空機運航計画」 

 

 訓練中止基準 

「訓練中止基準」 
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訓 練 日 程 表

 

12 1310 11 14

6 消
情 報 収 集 ・ 共有
・ 伝 達 訓 練

11月3日（金） 11月4日（土）

19 20 6 7 8 913 14 15 16 17 187 8 9 10 11 12

36 消 陸上部隊参集訓練

25 消
航空指揮支援隊
参 集 訓 練

37

26 消
航空指揮本部等
運 営 訓 練

28 消
和歌山市
消 防 局

指 揮 本 部 等
運 営 訓 練

29 消
海 南 市
消防本部

指 揮 本 部 等
運 営 訓 練

34 消

4 消
航 空 部 隊
情 報 収 集 訓 練

8 消
県内広域応援部隊
実 動 訓 練

9 消 受 援 支 援 訓 練

3 消
指 揮 支 援 部 隊
輸 送 訓 練

2 消
消防応援活動調整
本 部 運 営 訓 練

10

県災害対策本部
運 営 訓 練

32
サ ン ヨ ー
ホームズ
所 有 地

23 消
危 険 物 漏 洩
対 処 訓 練

22 消
石 油 タ ン ク
火 災 防 御 訓 練

マ リ ー ナ
シ テ ィ
大 波 止

（
南
紀
白
浜
空
港

）

白
浜
会
場

航 空 部 隊
救 出 救 助 訓 練

16 消 救 出 救 助 訓 練

31 消 後方支援活動訓練

消
フ ォ ワー ドベース
設 置 運 営 訓 練

12 県
移 動 式 給 油 所
開 設 運 営 訓 練

21 県 閉 会 式

11 消

18 消

15

17 受 援 支 援 訓 練

各会場

7 消 救 出 救 助 訓 練

県

航 空 部 隊
救 出 救 助 訓 練

消 後方支援活動訓練

消
情 報 収 集 ・ 共有
・ 伝 達 訓 練

場所
区
分

5 県
災 害 医 療
調 整 本 部 訓 練

1 県

番
号

30 消
有 田 市
消防本部

指 揮 本 部 等
運 営 訓 練

近畿大学
生 物
理工学部

20 県
衛 星 可 搬 局
映 像 伝 送 訓 練

14 検 視 ・ 検案 訓練

35 県 海 上 防 災 訓 練

訓練内容

消防活動
セ ン タ ー

消
航 空 部 隊
傷病者搬送訓練

陸上部隊参集訓練
（ 海 上 輸 送 ）

33 消

消

消

27 県
広域医療搬送拠点
開 設 運 営 訓 練

海 草
振 興 局
建 設 部

後方支援活動訓練

後方支援活動訓練

19

24 消 航空部隊参集訓練

13 県

県
庁
南
別
館

和
歌
市
会
場

（
消
防
学
校
周
辺

）

海
南
会
場

（
関
西
電
力
発
電
所
跡
地

）

有田会場
（ＥＮＥＯＳ
和 歌 山
製油所 ）

要救助者捜索訓練
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災害対策本部運営図上訓練計画 

 目的 

大規模災害発生時の県災害対策本部総合統制室で勤務する職員を対象とした災

害対応訓練を実施し、発災初期の同職員の能力向上を図る。 

 

 主要訓練項目 

 災害発生初期の情報収集・情報整理要領 

 緊急消防援助隊の応援及び自衛隊の災害派遣にかかる調整要領 

 総合統制室要員及び消防職員の一体となった消防応援活動調整本部の運営要

領 

 

 日時 

令和５年１１月３日（金）９時００分～１２時００分 

 

 場所 

県庁南別館、防災航空センター、和歌山市消防局庁舎、海南市消防本部庁舎、

有田市消防本部庁舎ほか 

 

 訓練参加者 

部署 区分 人数等（基準） 場所 

県
総
合
統
制
室 

室 長 Ｃ 危機管理局×１ 

県庁南別館３階 

総 括 調 整 班 Ｐ 危機管理局×６ 

情 報 班 Ｐ 危機管理局×８ 

応 急 対 策 班 Ｐ 危機管理局×９ 

医 療 班 Ｃ 
災害医療調整本部訓練

計画 

道 路 ・ 交 通 班 Ｃ 危機管理局×１ 

救 援 物 資 班 

ラ イ フ ラ イ ン 班 
Ｃ 危機管理局×１ 県庁南別館２階 

関
係
機
関 

消 防 庁 リ エ ゾ ン Ｃ 消防庁×２ 

県庁南別館３階 
消防応援活動調整本部 Ｐ 

和歌山市消防局×２ 

海南市消防本部×１ 

有田市消防本部×１ 
消防学校×１ 

防災航空センター×１ 

応急対策班（兼） 
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部署 区分 人数等（基準） 場所 

災 害 医 療 調 整 本 部 Ｐ 
災害医療調整本部訓練

計画 

和歌山県警察リエゾン Ｃ 県警×２ 

自 衛 隊 リ エ ゾ ン Ｃ 自衛隊×２ 

緊援隊航空指揮本部等 Ｐ 緊援隊訓練計画 防災航空ｾﾝﾀｰ 

和歌山市災害対策本部 Ｐ 和歌山市所定 
和歌山市消防局

庁舎 

和 歌 山 市 消 防 局 

指 揮 本 部 等 
Ｐ 

和歌山市消防局 

所定 

和歌山市消防局

庁舎 

海 南 市 消 防 本 部 

指 揮 本 部 等 
Ｐ 

海南市消防本部 

所定 

海南市消防本部

庁舎 

有 田 市 消 防 本 部 

指 揮 本 部 等 
Ｐ 

有田市消防本部 

所定 

有田市消防本部

庁舎 

訓
練
統
制 

県 庁 班 Ｃ 危機管理局×１１ 県庁南別館２階 

防災航空センター班 Ｃ １～２名 防災航空ｾﾝﾀｰ 

和 歌 山 市 消 防 局 班 Ｃ １～２名 和歌山市消防局 

海 南 市 消 防 本 部 班 Ｃ １～２名 海南市消防本部 

有 田 市 消 防 本 部 班 Ｃ １～２名 有田市消防本部 

  ※ 区分 Ｐ：プレイヤー  Ｃ：コントローラー 

 

 実施要領 

 訓練想定 

和歌山県紀北の根来断層を震源とする大規模地震が発生し、和歌山市におい

て最大震度６強（マグニチュード６．５） が観測され、和歌山市及び海南市に

甚大な被害が発生した。 

また、同地震の影響により、有田市に所在するＥＮＥＯＳ和歌山製油所内に

おいても事故が発生した模様である。 

 訓練方式及び進行要領 

 訓練の開始 
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危機管理局にて執務中に、地震が発生したとして、揺れが収まった設定

で、防災対策室に移動し、災害対応を開始する。 

各訓練会場の訓練統制班（係）の指示で開始する。 

 県庁会場での関係機関の訓練への開始統制 

各機関の県庁リエゾン及び防災航空隊並びに統括指揮支援隊の県庁会場での

訓練開始は、県庁訓練統制班の統制又は実行動時間とする。 

 

 服装等 

 県職員（消防学校、防災航空センター、消防機関の職員を除く。） 

防災服（帽子不要）、ビブス着用 

 消防学校及び防災航空センター、消防機関の職員、県職員以外 

災害対応時の服装 

 

 訓練準備 

 訓練会場準備 

南別館２階及び３階（総合統制室及び訓練統制班室）の準備（通信網含

む。）は前日までに実施する。（細部は別に示す。） 

各会場の訓練統制班（係）の計画により、準備する。 

 状況付与内容の準備 

訓練統制班（係）は、別示する災害想定資料及び状況付与計画に基づき、プ

レイヤーに付与する内容を具体化するとともに、プレイヤーからの問い合わせ

に回答できるよう準備する。 

 

 訓練後の反映 

訓練終了後に、訓練を通じての問題点・対策について、訓練参加者から意見等

を収集し、改善方法等を検討し、今後の活動の資とする。 
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災害医療調整本部訓練計画 

 目的 

大規模災害発生時の災害医療調整本部で勤務する職員を対象とした災害対応訓 

練を実施し、発災初期の同職員の能力向上を図る。 

 

 主要訓練項目  

 災害医療調整本部の設置・運営 

 ＤＭＡＴの運用調整 

 衛星電話を活用した情報通信 

 

 日時 

  令和５年１１月３日（金）９時００分～１６時００分 

 

 場所 

県庁南別館 

 

 実施要領訓練想定 

 訓練想定 

和歌山県紀北の根来断層を震源とする大規模地震が発生し、和歌山市におい 

て最大震度６強（マグニチュード６．５） が観測され、和歌山市及び海南市に 

甚大な被害が発生した。 

 訓練方式及び進行要領 

 訓練の開始 

県庁北別館にて執務中に、地震が発生したとして、揺れが収まった設定で、

防災対策室に移動し、災害対応を開始する。 

 

 服装 

防災服（帽子不要）、ビブス着用 
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 訓練後の反映 

訓練終了後に、訓練を通じての問題点・対策について、訓練参加者から意見等

を収集し、改善方法等を検討し、今後の活動の資とする。  
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移動式給油所開設運営訓練計画 

 目的 

大規模災害発生時、中核給油所の被災により移動式給油所（以下、「どこでもス

タンド」という。）の運用が必要となった場合を想定し、どこでもスタンド開設・

運営要員を対象とした開設・運営訓練を実施し、同職員の技能向上を図る。 

 

 主要訓練項目 

 どこでもスタンドの開設場所の選定要領 

 どこでもスタンドの開設要領 

 緊急車両への給油要領 

 給油車両の誘導要領 

 

 日時 

令和５年１１月４日（土）  ８時００分～１３時００分 

開 設   ８時３０分～１０時３０分 

運 営  １０時３０分～１１時３０分 

整備・撤収  １１時３０分～１３時００分 

 

 場所 

和歌山県消防学校 

  

 参加機関 

県、和歌山県石油商業組合指定業者、どこでもスタンドメンテナンス業者、緊

急消防援助隊近畿ブロック合同訓練参加部隊（一部） 

 

 実施要領 

 開設 
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 運営 

 撤収 

 訓練統制係が事前に行う事項 

 

 訓練中止基準 

総合防災訓練の中止基準に該当する場合のほか、以下のようなどこでもスタン

ド開設・運営訓練の実施が適切でないと訓練統制係が判断した場合は、訓練の一

部は又は全部を中止する。 

 悪天候により、給油が適切に実施できない場合 

 他訓練の遅延等により、訓練終了が２時間以上遅延すると思われる場合 

 タンクローリーの配送にトラブルがあった場合 

 機材故障により、給油ができない場合 
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別紙第４別図 

 

開 設 運 営 要 領 

１ 開設・運営場所 

 
 

２ 設置要領（基準） 
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広域搬送拠点臨時医療施設開設運営訓練計画 

 目的 

大規模災害発生時、航空搬送拠点臨時医療施設（以下、「ＳＣＵ」という。）の

開設、運用が必要となった場合を想定し、ＳＣＵの開設運営訓練を実施し、ＤＭ

ＡＴとの連携向上を図る。 

 

 時期 

令和５年１１月３日（金）１３時００分～１６時００分 

 

 場所 

南紀白浜空港 

 

 参加機関 

  県、和歌山ＤＭＡＴ 

 実施要領 

(1) 開設 

県は和歌山ＤＭＡＴと連携し、ＳＣＵを開設する。 

(2) 運営 

  ア 和歌山ＤＭＡＴは、県北部から航空搬送されてくる負傷者を県南部の災害 

拠点病院に搬送するための調整を行う。 

  イ 県は、和歌山ＤＭＡＴの指示に基づきＳＣＵの運営業務を行う。 

 

 訓練後の反映 

訓練終了後に、訓練を通じての問題点・対策について、訓練参加者から意見等 

を収集し、改善方法等を検討し、今後の活動の資とする。 
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海 上 防 災 訓 練 計 画 

 目的 

災害及び海難事故に対処するため、関係機関が共同して訓練を実施し、連携要

領を確認するとともに、防災意識を高め、各防災関係機関相互の協力体制の強化

を図る。 

 

 時期 

令和５年１１月３日（金）１３時３０分～１５時３０分 

 

 場所 

和歌山マリーナシティ大波止西海面 

 
 

 参加機関 

和歌山県、海上保安庁和歌山海上保安部、国土交通省近畿地方整備局和歌山港

湾事務所、海上自衛隊呉地方隊、和歌山県警察、田中海運株式会社ほか 

 

 訓練実施要領 

 訓練想定 

１１月３日（金）９時頃、和歌山県紀北の根来断層を震源とする大規模地震

が発生し、和歌山市において最大震度６強（マグニチュード６．５） が観測さ

れ、和歌山市及び海南市に甚大な被害が発生した。 
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地震の影響により、岸壁の崩落が確認されるほか、コンビナートから漏油が

発生した。また、余震の発生により、岸壁孤立者が海へ転落するほか、コンビ

ナート係留船から火災が発生した。 

 訓練の進行統制等 

 訓練開始の態勢 

 訓練海域を明確にするため、２か所にブイを設置する。 

 設置日時 

３日（金）１３時００分 

 撤去日時 

３日（金）訓練終了後、速やかに 

 集合時刻 

３日（金）１３時１５分 

 集合場所 

 待機海域北側 

巡視艇「きいかぜ」、港湾業務艇「はやたま」、海洋環境整備船「海和

歌丸」 

 待機海域西側 

多用途支援艦「げんかい」、巡視艇「ふどう」、田中海運「桝栄丸」 

 待機海域南側 

巡視艇「わかづき」、警備艇「きしゅう」、漁業取締船「はやぶさ」 

 警戒船 

北側：巡視艇「きいかぜ」 

南側：巡視艇「わかづき」搭載ゴムボート 
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 集合時刻 

３日（金）１３時００分 

 集合場所 

訓練統制本部のテント 

 対象 

訓練統制者及び各機関通信連絡員 

 訓練統制本部は、訓練開始までに、各参加船舶との時間整合、無線感度

確認を実施する。 

 訓練時間及び訓練内容（時間は目安であり、訓練の進捗により前後） 

 設定 

 漁業取締船が巡回中、崩落した岸壁を発見、海保、警察、消防等へ通

報 

 警察、海保が海域に到着し、広報活動を実施 

 行動の細部 

 海洋環境整備船「海和歌丸」が北側ブイ基部から訓練海域北側を左転

して航行、拡声器及び電光表示装置により広報活動を実施 

 「海和歌丸」が北側ブイ基部付近に到達後、巡視艇「わかづき」、警備

艇「きしゅう」、漁業取締船「はやぶさ」の順で、待機海域南側から「わ

かづき」の先導により、速力６ノット、船間距離約３０ｍにて訓練海域

を防波堤と平行に北進 

 「わかづき」、「きしゅう」、「はやぶさ」はそれぞれ航行しつつ、わか

づきは電光表示装置及び拡声器、「きしゅう」、「はやぶさ」は拡声器によ

る広報活動を実施 
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  広報活動終了後、それぞれの位置へ移動 

 (a) 「わかづき」は、待機海域北側へ離脱、警戒へ 

 (b) 「きしゅう」、「はやぶさ」は離脱後、待機海域西側へ移動 

 警戒船 

北側：巡視艇「きいかぜ」→「わかづき」 

南側：巡視艇「わかづき」搭載ゴムボート 
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 設定 

 地震の影響により、付近のコンビナートから漏油事案が発生 

 通報を受けた海保消防型巡視艇によりガス検知を実施 

 ガス検知の結果、可燃性ガスは認められず、防除活動に移行 

 行動の細部 

 巡視艇「ふどう」が待機海域西側から訓練海域の距岸２００ｍ地点ま

で東進、ガス検知の行動 

 ガス検知の行動終了後、「ガス検知実施、問題なし」を報告 

 「ふどう」は待機海域西側へ離脱 

 警戒船 

北側：巡視艇「わかづき」 

南側：巡視艇「わかづき」搭載ゴムボート 

 

 設定 

 巡視艇及び和歌山県排出油等防除協議会会員の船舶による放水撹拌 

 行動の細部 

 前述のガス検知訓練終後、巡視艇「ふどう」、田中海運「桝栄丸」の順

で、速力６ノット、船間距離３０ｍで帯域海域南側から訓練海域を防波

堤と平行に北進 

 行動開始から１分後、「ふどう放水１分前」を指示 

 更に１分後、「ふどう放水開始」を指示するとともに、「桝栄丸放水１

分前」を指示 

 更に１分後、「桝栄丸」放水開始 
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 「ふどう」、「桝栄丸」が訓練海域北側付近にて、放水を終了し、左転

して、待機海域西側に離脱 

 

 設定 

 岸壁崩落の連絡を受け、港湾業務艇が海中の障害物の確認 

 海洋環境整備船が浮流物を回収 

 行動の細部 

 港湾業務艇「はやたま」が北側ブイ基部から南進し、訓練海域南側で

左転して、海中障害物の確認行動を実施 

 「はやたま」は、海中障害物確認行動終了後、北側ブイ基部付近へ移

動 

 「はやたま」の海中障害物確認行動終了後、海洋環境整備船「海和歌

丸」は、北側ブイ基部付近から訓練海域を南進し、多関節クレーンを使

用した漂流物回収作業を実施 

 「海和歌丸」は、漂流物回収作業終了後、訓練海域南側にて右転し、

油回収訓練を準備 

 警戒船 

北側：巡視艇「わかづき」 

南側：巡視艇「わかづき」搭載ゴムボート 
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 設定 

 海洋環境整備船による油の回収、航走撹拌、放水撹拌 

 巡視艇による油処理剤散布、航走撹拌 

 警備艇及び漁業取締船による航走撹拌 

 行動の細部 

 海洋環境整備船「海和歌丸」は、漂流物回収作業に引き続き、訓練海

域南側から北進し、油回収行動、航走撹拌、放水撹拌を実施 

 「海和歌丸」は、各活動終了後、北側ブイ基部付近へ移動 
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 「海和歌丸」の活動終了後、巡視艇「きいかぜ」、漁業取締船「はやぶ

さ」、警備艇「きしゅう」の順に、待機海域南側から訓練海域を防波堤と

平行に北進し、航走撹拌 

 「きいかぜ」、「はやぶさ」は航走撹拌終了後、待機海域西側へ移動 

 「きしゅう」は航走撹拌終了後、南側警戒の位置へ移動 

 警戒船 

北側：巡視艇「わかづき」→海洋環境整備船「海和歌丸」 

南側：巡視艇「わかづき」搭載ゴムボート→警備艇「きしゅう」 
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 設定 

 関西電力及び関西広域連合の依頼を受け、救援物資を海上自衛隊の艦

船が物資を輸送 

 大型の海上自衛隊の艦船が付近の港に入港できないことから、海上に

て小型の船艇に物資を積み換え 

 物資を積んだ小型船舶は、最寄りの港へ物資を運搬 

 行動の細部 

 多用途支援艦「げんかい」が待機海域西側から東進し、訓練海域中央

付近で停止 

 「げんかい」積載物資の巡視艇「きいかぜ」への積み換え 

 (a) 「きいかぜ」は待機海域西側から東進し、「げんかい」左舷に横付け 

 (b) 「げんかい」に積載している関西電力の物資を「きいかぜ」に積み

換え 

 (c) 「きいかぜ」は、物資を受領後、左転して待機海域西側に離脱 
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 「げんかい」積載物資の漁業取締船「はやぶさ」への積み換え 

 (a) 「きいかぜ」が「げんかい」から離れたなら、漁業取締船「はやぶ

さ」は待機海域西側から東進し、「げんかい」左舷に横付け 

 (b) 「げんかい」に積載している関西広域連合の物資の半数を「はやぶ

さ」に積み換え 

 (c) 「はやぶさ」は、物資を受領後、左転して訓練海域を離脱し、基地

へ帰港（「はやぶさ」の訓練終了） 

 「げんかい」積載物資の港湾業務艇「はやたま」への積み換え 

 (a) 「はやぶさ」が「げんかい」から離れたなら、港湾業務艇「はやた

ま」は待機海域西側から東進し、「げんかい」左舷に横付け 

 (b) 「げんかい」に積載している関西広域連合の物資の残りを「はやた

ま」に積み換え 

 (c) 「はやたま」は、物資を受領後、左転して訓練海域を離脱し、基地

へ帰港（「はやたま」の訓練終了） 

 「げんかい」は、物資の積み換えを終了したら、待機海域西側へ離脱 

 「きいかぜ」、「はやぶさ」、「はやたま」に積み換えた物資の処理につ

いては、別示する。 

 警戒船 

北側：海洋環境整備船「海和歌丸」 

南側：警備艇「きしゅう」 
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 設定 

 海中に転落者が発生した想定で、巡視艇搭載のゴムボート及び巡視艇

がそれぞれ転落者を救助 

 救助した１人は救急搬送が必要な状況であるため、ヘリコプターへ引

き継ぎ 

 行動の細部 

 巡視艇「わかづき」搭載ゴムボートは、待機海域西側から訓練海域へ

東進し、海中転落者（ダミー人形Ａ）を救助し、「わかづき」へ搬送、そ

の後、待機海域南側へ離脱 

 上記ゴムボートの行動開始から３分後、巡視艇「きいかぜ」は、待機

海域西側から訓練海域へ東進し、ファイバーライトクレードルにより、

海中転落者（ダミー人形Ｂ）を救助 

 救助後、「きいかぜ」は訓練海域を離脱し、帰港（「きいかぜ」の訓練

終了） 

 

 「わかづき」が待機海域西側から東進し、訓練海域中央付近で停止 

 海上保安庁ヘリコプターが訓練海域上空に進入 

 同ヘリコプターは、「わかづき」から傷病者を吊り上げ揚収し、離脱 

 「わかづき」は待機海域西側へ離脱 

 警戒船 

北側：海洋環境整備船「海和歌丸」 

南側：警備艇「きしゅう」 
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 設定 

コンビナート係留船にて火災が発生した想定で、消火設備を有する船舶

により消火活動 

 行動の細部 

 巡視艇「わかづき」搭載ゴムボートが係留船火災を模擬するため、発

煙筒を訓練海域中央付近に投入、その後、訓練海域北側に離脱し、北側

警戒 

 

 巡視艇「ふどう」及び田中海運「桝栄丸」は、待機海域西側から訓練
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海域中央付近に接近開始 

 接近開始から１分後、「ふどう」及び「桝栄丸」に対し、「放水開始１

分前」を指示するとともに、多用途支援艦「げんかい」は、西側から訓

練海域中央付近に接近開始 

 更に１分後、「ふどう」、「桝栄丸」に対し、「放水開始」を指示すると

ともに、「げんかい」に「放水開始１分前」を指示 

 更に１分後、「げんかい」に、「放水開始」を指示 

 更に２分後、「ふどう」、「桝栄丸」、「げんかい」に対し、「放水停止」

を指示 

 「ふどう」、「桝栄丸」、「げんかい」は、待機海域南側に離脱 

 警戒船 

北側：海洋環境整備船「海和歌丸」 

南側：警備艇「きしゅう」 

 

 訓練終了の態勢（１５時１０分～１５時２０分） 

    訓練参加船舶は、待機海域北側に集合 

   ① 海洋環境整備船「海和歌丸」 

② 巡視艇「わかづき」 

③ 警備艇「きしゅう」 

④ 巡視艇「ふどう」 

⑤ 田中海運「桝栄丸」 

⑥ 多用途支援艦「げんかい」 

⑦ 巡視艇「わかづき」搭載ゴムボート 
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 海洋環境整備船「海和歌丸」は、北側ブイ基部付近から訓練海域北側を

左転、防波堤前を通過し、訓練海域を西側又は南側へ離脱、帰港 

 その他の船は、「海和歌丸」の訓練海域離脱後、待機海域南側又は西側か

ら訓練海域に進入、訓練海域北側で左転して訓練海域を離脱、それぞれの

基地等に帰港 
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 訓練準備 

 訓練統制本部の準備 

 物資輸送活動の訓練の準備 

１１月２日（木）（時間別示）、多用途支援艦「げんかい」が和歌山港入港

後、訓練で使用する救援物資を同艦に積載する。 

 

 管理事項等 

 訓練運営要員の駐車場 

訓練統制者、会場設営要員、各機関連絡員等の訓練運営要員は、車両の駐車

場として、和歌山県立わかやま館跡地（更地）を利用できる。 

 訓練の中止等 

別紙第 11「訓練中止基準」に基づき判断し、中止する場合のみ、参加機関に

連絡する。 
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別紙第６別図 

 

海 上 防 災 訓 練 通 信 網 図 

１ 通信網図 

機関等名 

（呼称） 

防 災 相 互 

通 信 波 

158.35MHz 

海上保安庁 

海上自衛隊 

連 絡 波 

本 部 連 絡 員 と 船 と の 

直 接 通 話 

訓練本部 

（くんれんしき） 
○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

わ か づ き 

（わかづき） 
○ ○ ○      

わかづき搭載艇 

（わかづきえむわん） 
○  ○      

き い か ぜ 

（きいかぜ） 
○ ○ ○      

ふ ど う 

（ふどう） 
○ ○ ○      

海 和 歌 丸 

（うみわかまる） 
○   ○     

は や た ま 

（はやたま） 
○   ○     

げ ん か い 

（げんかい） 
〇 ○   ○    

は や ぶ さ 

（はやぶさ） 
○     ○   

き し ゅ う 

（きしゅう） 
○      ○  

桝 栄 丸 

（ますえいまる） 

○ 

（上乗り） 
      ○ 

 

２ 留意事項 

 各訓練の想定の伝達は、冒頭に「訓練」を付すこと。 

 通信は簡潔明瞭に行い、長時間の送話とならないよう留意すること。 

 急を要する通信の必要があるときは、「緊急」を連呼し、他の局は直ちに実施

中の通信を中止し、これを傍受すること。 
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要 救 助 者 捜 索 訓 練 

１ 目的 

大規模災害発生時における要救助者を捜索する機関を対象とする訓練を実施し、

消防機関等との災害時における連携能力の向上を図る。 

 

２ 主要訓練項目 

(1) 災害現場における消防機関との連携 

(2) 要救助者捜索 

(3) 消防機関への引継ぎ 

 

３ 日時 

令和５年１１月３日（金）１３時００分～１６時００分 

 

４ 場所 

和歌山県消防学校及びその周辺地 

 

５ 参加機関 

NPO 法人 和歌山災害救助犬協会、和歌山県警察 

 

６ 訓練想定 

和歌山県紀北の根来断層を震源とする大規模地震が発生し、和歌山市において 

最大震度６強（マグニチュード６．５） が観測され、和歌山市及び海南市に甚大   

な被害が発生した。 

 

７ 実施要領 

(1) 現場臨場 

   想定災害が発生したことにより訓練参加機関に出動要請がなされたものと

し、被害発生現場（訓練実施場所）に臨場する。  

(2) 要救助者捜索 

   消防機関（コントローラー）から指示を受け、被害地域の捜索を実施する。 

(3) 消防機関への引継ぎ 

捜索結果について、消防機関（コントローラー）に引き継ぎを実施する。 

   ※捜索結果の情報については、他府県消防隊指揮隊に引き継がれ、救出救助訓 

練の事前情報として共有する。 
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検 視 ・ 検 案 訓 練 

 目的 

大規模災害発生時における検視訓練を実施し、災害時における適切な検視要領及 

び迅速・適格な各資料採取能力の向上を図る。 

 

 主要訓練項目 

(1) 検視場所設営要領 

(2) 遺体発見機関との連携要領  

(3) 遺体受け入れ要領 

(4) 検視要領 

 

 日時 

令和５年１１月３日（金）１３時００分～１６時００分 

 

 場所 

和歌山県消防学校救急実習室 

 

 訓練参加者 

和歌山県警察 

 

６ 訓練想定 

和歌山県紀北の根来断層を震源とする大規模地震が発生し、和歌山市において 

最大震度６強（マグニチュード６．５） が観測され、和歌山市及び海南市に甚大 

な被害が発生した。 

 

７ 実施要領 

(1) 検視場所設営  

   訓練実施場所に検視場所を設置する。 

(2) 遺体発見機関との連携及び遺体受け入れ 

   遺体を発見した機関より必要な情報の聞き取り及び遺体の受け入れを実施。  

(3) 検視 

   遺体の検視を実施。 
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衛 星 可 搬 局 映 像 伝 送 訓 練 

 目的 

大規模災害発生時、必要に応じて衛星可搬局を利用して災害現場から県災害対

策本部に被害映像を伝送するため、県職員を対象とした衛星可搬局映像伝送訓練

を実施することで県職員の操作習熟を図る。 

また、加太訓練会場（消防学校）の映像を県災害対策本部に加え海南訓練会場

（海南火力発電所跡地）にも伝送することで、海南訓練会場にて加太訓練会場の

状況を把握できるようにする。 

 

 主要訓練項目 

 衛星可搬局の設営（組立、接続、調整及び収納） 

 衛星可搬局を利用した映像送信 

加太訓練会場（消防学校）映像を県災害対策本部室及び海南訓練会場（海南

火力発電所跡地）に送信 

 衛星可搬局を利用した映像受信 

加太訓練会場（消防学校）映像を海南訓練会場（海南火力発電所跡地）で受

信 

 県災害対策本部室での衛星映像の受信 

加太訓練会場（消防学校）映像を県災害対策本部室の大型画面に表示 

 衛星可搬局を利用した電話通信 

県災害対策本部室及び両訓練会場間の電話通信 

 

 日時 

令和５年１１月４日（土）９時００分～１２時００分 

 

 場所 

県庁南別館、消防学校、関西電力（株）海南火力発電所跡地 

 

 訓練参加者 

県（危機管理局） 

 

 訓練イメージ 

別図のとおり 
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別紙第９別図 

衛星可搬局映像伝送訓練イメージ 
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航 空 機 運 航 計 画 
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訓 練 中 止 基 準 

訓練中止 

の 基 準 

【訓練のすべて又は一部を中止する場合】 
〇 県内において、震度４以上の地震が発生した場合 

〇 県内において、大雨、洪水、高潮のいずれかの警報が発表され

た場合 

〇 国内において災害が発生し、緊急消防援助隊の出動要請があっ

た場合 

〇 高速道路や幹線道路の通行止め等により、訓練参加部隊の参集

が大幅に遅れる又は困難な場合 

〇 事故等により訓練を継続することが困難な場合 

〇 その他、危機管理事象が発生した場合 

 

【訓練の一部を中止する場合】 

〇 天候、その他の事情により、航空機、船舶の運航が困難な場合 
〇 一部の参加機関が訓練に参加できない場合 

訓練中止 
の 判 断 

【前日までに判断する場合】 
訓練中止の基準に該当する事象が予測される場合、当日の判断を

待たず、中止の判断を行う。 

１日目の訓練をすべて中止する判断をした場合、２日目の訓練も

すべて中止する。 

 

【当日判断する場合】 
〇 当日午前５時の気象状況により、中止の判断を行う。 
〇 当日午前５時以降に中止基準に相当する事象が発生した場合

は、その時点で中止の判断を行う。 

周 知 の 

方 法 

【訓練参加機関】 
〇 連絡網による中止の連絡（メーリングリスト） 
〇 前日までに判断する場合は、判断した時点で連絡 
〇 当日判断する場合は、午前５時３０分までに連絡 
〇  訓練開始以降、中止を判断する場合は、その時点で連絡 

 

【報道機関、一般見学者】 
〇 県ホームページに中止を掲載 

 


